
の
営
業
所
を
拠
点
に
、
家
庭
向
け
電
気
工

事
か
ら
病
院
や
大
型
店
舗
、
公
共
施
設
な

ど
の
電
気
設
備
の
新
設
・
改
修
、
点
検
整

備
な
ど
を
担
っ
て
い
る
。
企
業
の
環
境
意

識
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
近
年
は
工
場
や

事
業
所
の
屋
根
な
ど
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
す
る
施
工
事
業
が
増
加
。
敷
地
内
に

E
V
充
電
施
設
を
取
り
付
け
た
い
と
い
う

デ
ィ
ー
ラ
ー
の
依
頼
も
少
な
く
な
い
。

　
技
術
力
向
上
と
と
も
に
、
安
達
社
長
が

注
力
す
る
の
が
、社
員
の
人
間
力
育
成
だ
。

朝
礼
で
、「
仕
事
は
創
れ

　
頭
は
常
に
全

回
転

　
調
和
と
協
調
を
忘
れ
る
な
」
と

い
っ
た
社
是
や
経
営
理
念
な
ど
を
唱
和
す

る
ほ
か
、
挨
拶
や
返
事
な
ど
の
実
習
を
行

い
、
会
社
の
方
向
性
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
人
と
し
て
の
心
の
持
ち
方
を
培
っ
て

い
く
。「
当
初
は
嫌
々
口
に
し
て
い
た
社

員
も
、
次
第
に
言
葉
や
態
度
が
は
き
は
き

と
し
て
き
て
、
お
客
様
や
地
域
の
た
め
に

自
発
的
に
動
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
」
と
安
達
社
長
。
社
有
車
や
工
具
箱
の

中
は
常
に
整
理
整
頓
さ
れ
、
顧
客
へ
の
対

応
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
清
々
し
く
、「
お

客
様
か
ら
褒
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多
い

ん
で
す
」
と
社
員
を
誇
ら
し
げ
に
紹
介
す

る
。
毎
週
水
曜
日
に
は
朝
礼
前
の
約
30
分

間
、
各
営
業
所
周
辺
の
清
掃
活
動
を
実

施
。
地
元
住
民
か
ら
感
謝
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
登
校
途
中
の
小
学
生
が
大
き
な
声

で
あ
い
さ
つ
を
返
す
こ
と
も
増
え
た
。

「
本
業
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
ん
な
形
で
地

域
の
役
に
立
て
る
な
ら
何
よ
り
。
そ
ん
な

日
々
の
繰
り
返
し
が
自
然
と
社
員
の
意
識

も
変
え
、
い
い
こ
と
づ
く
し
で
す
」

　
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
に
は
、

公
正
で
的
確
な
人
事
評
価
も
不
可
欠
だ
。

今
秋
、
上
司
の
個
人
的
感
情
に
左
右
さ
れ

が
ち
だ
っ
た
従
来
の
人
事
考
課
制
度
を
見

直
し
、
会
社
が
明
示
し
た
各
人
の
役
割
に

対
し
、
成
果
を
出
し
た
人
を
い
ろ
ん
な
視

点
で
評
価
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
作
成
し

た
。「
せ
っ
か
く
サ
ン
ベ
電
気
に
入
社
し

て
も
ら
っ
た
ん
だ
か
ら
、
自
身
の
成
長
を

実
感
で
き
る
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
に
し

て
い
か
な
い
と
申
し
訳
な
い
。
自
分
の
仕

事
や
会
社
を
誇
り
に
思
っ
て
い
れ
ば
、
お

客
様
に
対
し
喜
ん
で
作
業
が
で
き
、
い
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
自

身
に
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
充
実
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ

う
。
社
員
が
、
自
分
た
ち
の
子
ど
も
に
も

自
慢
で
き
る
会
社
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」。
50
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と

し
て
、
一
昨
年
に
は
出
雲
、
安
来
両
営
業

所
を
新
設
。
今
後
、
さ
ら
な
る
エ
リ
ア
拡

大
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
ラ
ジ
オ
な
ど
で
流
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
C
 
M
 

ソ
ン
グ
が
地
域
に
浸
透
し
、
子
ど
も
た
ち

に
ま
で
知
名
度
が
拡
大
。
暮
ら
し
に
欠
か

せ
な
い
電
気
工
事
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
の
存
在
感
は
益
々
高
ま
っ
て
い
る
。

照明器具を取り付ける菊島さん。「学校でも
勉強しましたが、現場で得られる学びの方が圧
倒的に大きいですね」 同僚と打ち合わせを
する大島さん(右)。現場や社内では常に笑い声
が絶えず、社員らの仲の良さがうかがわれる
配線をチェックする工務スタッフ 週に一度、
営業所周辺の清掃活動を実施 朝礼では社
是や経営理念などを唱和。声を揃えて出すこと
で会社全体の活力アップにもつながっている

一昨年新設した安来営業所（6）と出雲営
業所（8）。松江、安来、出雲、大田、川本、浜田の6
か所に営業所を配置 創業50周年を機に5代
目に就任した安達亨社長

8 6

7 45

サンべ電気 株式会社

　
電
気
に
よ
る
灯
り
が
街
を
初
め
て
照
ら

し
た
の
は
今
か
ら
約
1
4
0
年
前
の
東

京
・
銀
座
。
そ
の
後
、
発
電
所
と
送
電
シ

ス
テ
ム
が
整
え
ら
れ
、
家
庭
へ
の
電
気
供

給
は
1
8
8
7
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
今

や
電
気
が
な
け
れ
ば
、家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、

職
場
や
学
校
、
交
通
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
日
常
は
瞬
く
間
に
滞
り
、
利
便
性
が

失
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
生
命
を
も
脅
か

す
事
態
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
ん
な
必
要

不
可
欠
な
電
気
を
、
人
々
の
暮
ら
し
に
届

け
る
仕
事
を
担
っ
て
い
る
の
が
、《
サ
ン

ベ
電
気
株
式
会
社
》だ
。
脱
炭
素
化
社
会

に
向
け
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
や

オ
ー
ル
電
化
住
宅
の
増
加
、
ス
マ
ー
ト
ハ

ウ
ス
や
電
気
自
動
車
の
普
及
な
ど
、
昨
今

一
層
電
気
工
事
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
る
。

「
電
気
需
要
は
今
後
も
増
え
て
い
く
。
私

た
ち
に
は
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
力
が

求
め
ら
れ
て
い
る
」と
安
達
亨
社
長（
53
）。

業
界
に
吹
く
追
い
風
を
地
域
に
還
元
で
き

る
よ
う
、
社
員
ら
は
町
中
を
走
り
回
っ
て

い
る
。

　
安
達
社
長
の
祖
父
が
1
9
7
1
年
、
社

名
に
も
な
っ
て
い
る
大
田
市
三
瓶
町
に
て

創
業
。
50
周
年
を
迎
え
た
2
0
2
1
年
9

月
、
U
タ
ー
ン
し
て
35
歳
か
ら
家
業
に
携

わ
っ
て
い
た
安
達
社
長
が
5
代
目
を
継
い

だ
。
名
刺
に
は
、
代
表
取
締
役
社
長
と
い

う
肩
書
き
と
と
も
に
、
1
級
電
気
工
事
施

工
管
理
技
士
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。「
電

気
屋
は
、
資
格
を
取
っ
て
技
術
を
磨
い
て

い
く
も
の
。
社
員
に
発
破
か
け
る
時
に
社

長
が
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
示
し
に
な
り
ま

せ
ん
か
ら
ね
」
と
笑
う
。
従
業
員
の
資
格

保
有
率
は
業
界
内
で
も
際
立
っ
て
高
く
、

電
気
工
事
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
も
言
え
る

第
一
種
電
気
工
事
士
が
事
務
職
を
含
め
た

全
従
業
員
の
約
65
%
も
お
り
、
さ
ら
に
難

易
度
の
高
い
1
級
電
気
工
事
施
工
管
理
士

も
29
人
い
る
。

　
高
い
取
得
率
を
支
え
て
い
る
の
が
、
会

社
の
手
厚
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
だ
。
資
格
取

得
に
向
け
た
講
習
会
や
受
験
時
の
費
用
や

交
通
費
、
宿
泊
費
な
ど
も
会
社
が
負
担
。

一
部
の
資
格
に
対
し
て
は
、
挑
戦
回
数
に

応
じ
て
合
格
時
に
報
奨
金
が
出
る
ほ
か
、

資
格
保
有
者
が
現
場
代
理
人
を
務
め
た
際

に
は
毎
月
手
当
を
支
給
し
て
お
り
、
社
員

の
や
る
気
を
後
押
し
し
て
い
る
。
資
格
は

本
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
を
支
援
す
る
会
社
の
姿
勢

を
伝
え
、
顧
客
の
信
頼
度
を
上
げ
る
こ
と

に
も
役
立
っ
て
い
る
。

　
本
社
を
松
江
に
移
転
し
た
94
年
以
降
、

営
業
エ
リ
ア
を
徐
々
に
拡
大
し
、
業
績
は

右
肩
上
が
り
に
。
島
根
県
内
に
あ
る
6
つ

13

2

高
い
技
術
力
と
人
間
力
で

顧
客
の
信
頼
度
を
獲
得

34
LEADING COMPANY

サンべ電
で ん き

気 株式会社

快適な生活環境を創造する
電気工事のプロフェッショナル
資
格
取
得
を
手
厚
く
支
援

客
観
的
な
人
事
考
課
制
度

６
営
業
所
を
拠
点
に
シ
ェ
ア
拡
大
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サ
ン
ベ
電
気
の
福
利
厚
生
は
社
員
の
退

職
後
も
視
野
に
入
れ
て
お
り
、
他
に
類
の

な
い
充
実
ぶ
り
を
見
せ
る
。
そ
の
一
つ
が
、

「
職
場
積
立
N
I
S
A
」
だ
。
職
場
を
通

じ
て
N
I
S
A
を
利
用
し
た
資
産
形
成
が

行
え
る
も
の
で
、
口
座
を
開
設
し
た
社
員

に
は
、
本
人
の
投
資
額
に
関
係
な
く
会
社

が
毎
月
1
0
0
0
円
の
積
み
立
て
費
用
を

負
担
す
る
。「
人
生
1
0
0
年
時
代
。
金

額
的
に
は
不
足
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
社

員
が
資
産
形
成
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
」
と
導
入
の
意
図
を
語
る
。
定
年
を

65
歳
か
ら
70
歳
に
引
き
上
げ
、
75
歳
ま
で

は
継
続
雇
用
も
可
能
に
。
退
職
金
は
長
年

働
い
た
人
を
労
る
形
に
上
方
修
正
し
た
。

　
社
員
の
健
康
面
に
も
気
を
配
る
。
き
っ

か
け
は
現
役
の
営
業
所
長
が
が
ん
で
亡
く

一般住宅に加え、民間の工場や大型店舗、病院、学校、トンネルなど大型電気設備工事も数多く受注。写真は、松
江市の島根県立美術館 入社直後から新たな福利厚生制度導入や社員研修の取りまとめなどで活躍する天野さ
ん(左) 毎年夏の宿泊研修は、創業の地である大田市三瓶町で実施。座学や救命講習などのほか、懇親会やレク
リエーションも行われ、社員間のコミュニケーションが深まるきっかけにもなっている

1

2 3

な
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
日
本
で
は
2
人
に

一
人
が
が
ん
に
罹
患
す
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
治
療
費
な
ど
経
済
的
な
面
で
も
本
人

や
家
族
の
不
安
は
大
き
い
。
そ
こ
で
全
社

員
に
、
三
大
疾
病
に
対
応
し
た
保
険
に
加

入
し
て
も
ら
い
、
在
職
中
は
保
険
料
を
す

べ
て
会
社
が
負
担
す
る
制
度
を
新
設
し

た
。
長
年
、
健
康
経
営
優
良
法
人
に
認
定

さ
れ
る
な
ど
、
社
員
や
そ
の
家
族
の
健
康

を
第
一
に
考
え
て
き
た
安
達
社
長
。「
大

切
な
社
員
に
は
ま
ず
健
康
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。
で
も
、
も
し
も
の
時
も
支
え
ら
れ
る

よ
う
な
会
社
で
あ
り
た
い
の
で
す
」

　
会
社
の
強
み
を
た
ず
ね
る
と
、「
社
員

の
人
の
良
さ
」
と
即
答
す
る
安
達
社
長
。

そ
ん
な
社
員
を
思
う
気
持
ち
が
、
充
実
し

た
福
利
厚
生
に
表
れ
て
い
る
。
大
転
職
時

代
の
到
来
と
言
わ
れ
る
昨
今
、
離
職
率
の

低
さ
を
誇
る
サ
ン
ベ
電
気
。
会
社
と
社
員

と
の
信
頼
関
係
の
深
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

サンべ電気 株式会社

採用担当者からあなたへ

事業内容

経営推進課 課長
泉頭 直貴さん

一般家庭向け電気工事、商業施設電気工事、
エアコン取付工事、太陽光発電設置工事 他

サンべ電気 株式会社

我社は、創業者の生誕の地
である大田市三瓶町にて創
業しました。建設業の新3K
に＋K（格好良さ）を付け加
え、電気工事業を通じ地域
の皆さんが元気になるよう
に地域づくりの貢献に努め
ています。変化に立ち向か
い、挑戦を諦めず、会社とと
もに成長できる方、そんな
あなたをお待ちしています！

公式サイトは
こちら

Instagramは
こちら

0852-27-1008

sentou@sanbe-denki.co.jp

採用直通 TEL

採用直通 E-mail

資料請求・お問い合わせ先

創　業　昭和46（1971）年7月29日
代表者　代表取締役　安達 亨
社員数　64名（男52名　女12名）
本　社　島根県松江市西津田10-13-36
電　話　0852-27-1008

松江市、安来市、出雲市、大田市、
川本町、浜田市

　一般住宅や店舗などの電気設備の新設・改修を

担当。特に技術力や経験を問われるのが、不具合

が生じている場合の対応だ。台風や大雨の時には

相談の電話が相次ぐという。「たとえば、お客様から

『照明器具が点かなくなった』と言われても、原因

は消耗品の寿命だったり、配線の異常だったりさま

ざま。丁寧にヒアリングし、可能性を探っていくこ

とで原因を突き止めていきます」。苦労を経て無事

解決した際の顧客からの感謝の声は、一番の励み

になる。

　隠岐・知夫村に新設される水産加工場の工事で

約3か月間、当社からは一人離島に渡ったことも。

電気工事の責任者として、図面の作成や資材調達、

スケジュール管理などを担った。「松江だとすぐに入

手できる資材などが、離島では想像以上に時間や

手間がかかって。先を見通す力や段取り力が養われ

た気がします」

　電気は目に見えず、匂いもないため、転がってく

る巨岩から身をよけてかわすようなこともできない。

「安全配慮は必須。感電しないようしっかり確認して

います」。現在、電気工事施工管理士1級を目指し、

勉強に励んでいる。

　西日本を中心に幅広く店舗を展開する、年間売

上高100億円超の小売業者から転職した天野さん。

「転勤が多いのがネックでした。30歳を前に将来を

考え、自分にとっては地元密着型の会社で働く方が

合っている気がしました」。前職で少し携わった総務

関係の業務にも関心があり、福利厚生の充実を図

ろうとしていた会社の思惑と合致した。

　入社直後から社長の命を受け、「職場積立NISA」

や「三大疾病保険」の導入、退職金規定の見直し

を実現するため、複数の保険会社から見積もりを

取って保障内容を比較したり、県内外のさまざまな

規模の企業の退職金平均金額を調べたり、と奔走

する日々が続いた。「初めて挑戦することばかりで

大変でしたが、知識は無茶苦茶つきました。社員に

とってはいい制度に仕上がったと思います」

　年に一度実施する1泊2日の社員研修や、採用業

務なども担当。入社2年目にして早くも会社になく

てはならない存在になりつつある。「AIの活用など

も含め事務の効率化を考えつつ、より中身のある

福利厚生の提案にも挑み、誰からも相談されやすい

“窓口”を目指したい」。今年中には結婚予定。公

私ともに充実した日々を送る。

　米子工業で電気を学んでいた菊島さん。松江の

会社に興味を抱いたのは、当社に就職した先輩から

のメッセージだったという。「学校の先生が、就職し

て数か月経った頃に卒業生からヒアリングしたもの

が残されていて。『サンベ電気は人間関係がいい』

というコメントに惹かれました」。先輩の言葉通り、

現場では笑い声が飛び交い、年齢や経験に関係な

く接し合う和やかな雰囲気が漂っている。「40分か

けて通勤する価値ありです（笑）」

　今携わっている現場は、松江市内の8階建ての大

規模マンション。「コンセントの位置が1センチずれ

ても指摘される厳しい現場。水平器がわずかに斜め

になっていても反応するので神経を遣います」。地

道な努力と積み重ねが技術力を培っていくに違いな

い。

　工務店を経営する父の勧めもあって、電気を学

んできた。「建築業界では、電気や水道などの設備

屋さんって評価されにくいのが現状。でも今の世の

中、電気がなかったら生活できません。まだまだ自

分一人でできる作業には限界がありますが、必要不

可欠なエネルギーのエキスパートとして、地域に貢

献できる存在になりたい」

松江営業所工務課 電気設備工事
菊島 天澄さん（20）

2022年入社

松江営業所工務課 電気設備工事
大島 竜真さん（26）

2016年入社

本社経営推進課 事務
天野 文徳さん（31）

2021年入社

目に見えない電気を操る技術力

笑い声が飛び交う和やかな現場

新たな福利厚生制度導入に奔走

採用エリア（勤務地） 
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